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ＡＬＭ社の子会社化に関するお知らせ 

 

当社は、英国の航空機関連サービス会社「ALM 社」の持株会社である「ALM2010 社」の発行済み

株式の全部を取得し、両社を子会社化することについて、2014 年５月 15 日付で「株式取得（子会社

化）に関する基本合意書締結に関するお知らせ」を公表しておりますが、2014 年７月 15 日付で株式

売買契約の調印を行い、子会社化しましたので下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．子会社化の目的 

当社は、2014年度～2016年度 中期経営計画「 Value Creation 300 」（以下、新中計）におい

て航空機ビジネスを収益基盤拡充のための戦略分野の一つとして掲げ、長年にわたって推進して

いる投資家募集型の航空機リース事業の組成に加えて、自社保有の航空機リースを一層強化し、

従来以上のペースで機体数の増加を図る方針としております。 

具体的には、新中計で掲げる施策の推進を通じて、自社保有の航空機を 2014年３月末時点の５

機から５年後には 35機へ増加させる計画です。また、投資家募集型の航空機リース事業の組成も

引き続き推進し、自社保有機と合わせた総数を 2014 年３月末時点の 60 機から５年後には 100 機

とする計画です。 

今回の子会社化は、航空機リースを拡大するうえで不可欠な、リース期間中の機体管理やリー

ス終了後の機体再販など航空機関連サービスの専門会社である ALM 社が持つ人的資源・ノウハ

ウをグループ内に取り込むことにより、事業推進体制を一層強化することが目的です。 

また、従来より航空機リースを当社と一体となって推進してきた FGL Aircraft Ireland Limited
（当社 100%出資のアイルランド現地法人、1999年 7月設立）と ALM 社の連携を強化し、欧州地

域での営業強化を図ってまいります。 
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２．異動後の子会社の概要 

 
ALM2010 社（同社の商号は Fuyo Aviation Capital Europe Limited に変更しました。） 

新商号 Fuyo Aviation Capital Europe Limited 
所在地 英国 

代表者 Chairman/Director  相沢慎哉（芙蓉総合リース㈱ 常務取締役）  
事業内容 持株会社 

資本金 約 2万英ポンド 

設立 2010年 

大株主及び持株比率 芙蓉総合リース株式会社（100％） 

 

 
ALM 社 

商号 Aircraft Leasing and Management Limited 
所在地 英国 

代表者 Chairman/Director  相沢慎哉（芙蓉総合リース㈱ 常務取締役） 
Managing Director   Alan Robinson 
Director Asset Management   Roy Webber 

事業内容 航空機関連サービス 

資本金 約 2万英ポンド 

設立 1987年 

大株主及び持株比率 Fuyo Aviation Capital Europe Limited（100％） 

３．今後の見通し 

本件が 2015 年３月期の当社連結業績に与える影響は軽微であります。 
以上 
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